
事後評価

社 会 資 本 総 合 整 備 計 画 書
（ 大府市 ）

令和３年７月31日



大府地区における人間（ひと）も都市（まち）も健康で緑あふれるまちづくりの推進（防災・安全）
平成28年度　～　令和2年度　（5年間） 愛知県大府市

・公園施設のバリアフリー化を実施した公園の割合を79％（H27）から100％（R2）に増加
・公園施設長寿命化計画等に基づき、施設改築を実施した公園の割合を38％（H27）から100％（R2）に増加

（H29当初） （H30末） （R2末）

事後評価

〇事後評価（中間評価）の実施体制、実施時期

事後評価（中間評価）の実施体制 事後評価の実施時期

令和3年7月

市内部評価を基に学識経験者等の意見を求め、今後の方針等を検討 公表の方法

ホームページにて公表

Ａ1　基幹事業

番号 事業 地域 交付 直接 事業内容 事業実施期間（年度） 備考

種別 種別 対象 間接 （延長・面積等） H28 H29 H30 R1 R2

1-A-1 公園 一般 大府市 直接 大府市 0

1-A-2 公園 一般 大府市 直接 大府市 175

合計 175

Ｂ　関連社会資本整備事業
事業 地域 交付 直接 備考
種別 種別 対象 間接 H28 H29 H30 R1 R2

合計 0

番号 備考

Ｃ　効果促進事業

事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 備考
種別 種別 対象 間接 H28 H29 H30 R1 R2

合計 0

番号 備考

社会資本総合整備計画　事後評価書 令和3年7月31日

計画の名称
計画の期間 交付対象
計画の目標

本市は、第５次大府市総合計画の将来像である「みんな輝き幸せ感じる健康都市」を実現するために、「快適で便利な暮らしの基盤づくり」を都市の目指す方向性として掲げ、公園などの都市機能の充実や、自然環
境の保全と調和を進め、快適で潤いのある生活空間の創出を図っています。前計画では、「大府地区における人間（ひと）も都市（まち）も健康で緑あふれるまちづくりの推進」を計画の目標として掲げ、公園緑地
の既存ストックの活用により安全で安心して利用できる施設整備とそれを利活用するための緑のネットワーク強化を重点的に実施し、公園の安全性を高めることができました。しかし、公園施設の劣化は年々進んで
おり、安全・安心に関する市民ニーズも高くなってきていることから、引き続き健康で緑あふれるまちづくりを推進するため、公園緑地の既存ストックを計画的に活用し、安全・安心な施設の充実と利活用の促進を
図ります。

　　計画の成果目標（定量的指標）

　　定量的指標の定義及び算定式 定量的指標の現況値及び目標値
備考

当初現況値 中間目標値 最終目標値

全体事業費
合計

（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）
175百万円 Ａ 175百万円 Ｂ 0百万円 Ｃ 0百万円

効果促進事業費の割合
0.0%

Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）

交付対象事業

事業者
要素となる事業名

市町村名
全体事業費
（百万円）（事業箇所）

大府市 都市公園安全・安心対策緊急総合支援事業（大府市） 公園施設のバリアフリー化　N=10公園

大府市 公園施設長寿命化対策支援事業（大府市） 公園施設の改築、更新　N=27公園

番号 事業者 要素となる事業名 市町村名
事業実施期間（年度） 全体事業費

（百万円）事業内容

一体的に実施することにより期待される効果

77%

１．交付対象事業の進捗状況

一体的に実施することにより期待される効果

番号 事業者 要素となる事業名 事業内容
市町村名

港湾・地区名
全体事業費
（百万円）

100%

施設のバリアフリー化した公園割合
　子どもや高齢者をはじめ誰もが安全で安心して利用できるため、トイレのバリアフリー化を実施した公園の割合

施設更新を実施した公園割合
　公園施設長寿命化計画等に基づき施設改修、更新を実施した公園の割合

79% 100% 100%

51%



２．事業効果の発現、目標値の達成状況

・トイレをバリアフリー化することにより、誰もが安全で安心して利用できる公園づくりが推進できた。

・公園施設長寿命化計画に基づき公園施設の改築や更新を実施することにより、安全で安心して利用できる公園づくりが推進できた。

最終目標値 100 ％

Ⅱ　定量的指標の達成状況 最終実績値 100 ％

最終目標値 100 ％

最終実績値 100 ％

Ⅲ　定量指標以外の交付対象事業の効果の発現状況

（必要に応じて記述）

３．特記事項（今後の方針等）

目標値と実績値に差が
出た要因

指標①（施設のバリアフ
リー化した公園割合）

Ⅰ　定量的指標に関連する交付対象事業の効果の発現

本地区は、第６次大府市総合計画の将来像である「いつまでも住み続けたいサスティナブル健康都市おおぶ」を実現するために、「人間（ひと）も都市（まち）も健康で緑あふれるまちづくりの推進」を計画の目標として
掲げ、公園緑地の既存ストックの活用により安全で安心して利用できる施設整備と緑のネットワークの強化を行っている。その結果、公園の安全性を高めることができ、水や緑に関する市民満足度も高くなっており予想以
上の事業効果が発現している状況である。
しかし、公園施設の劣化は年々進んでおり、公園緑地に関する市民ニーズは高くなってきていることから、引き続き、公園緑地の既存ストックの活用により施設の充実と利活用の促進を図り、健康で緑あふれるまちづくり
を進める必要がある。
また、水や緑などの自然の多さに関する満足度を高める効果が期待される緑のネットワークづくりを引き続き推進するため、緑道整備事業と歩行空間整備事業を実施する必要がある。

指標②（施設更新を実施
した公園割合）

目標値と実績値に差が
出た要因



（参考図面）市街地整備

計画の名称 大府地区における人間（ひと）も都市（まち）も健康で緑あふれるまちづくりの推進（防災・安全）

計画の期間 平成28年度　～　令和2年度　（5年間） 愛知県大府市交付対象


